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馬

場

町

此
の
地
は
閥
助
馬
場
と
て
、
欝
務
中
は
藩
士
の
調
馬
場
あ
り
し
故

に
、
今
に
至
り
惣
名
を
潤
野
川
馬
場
と
呼
べ
り
。
共
の
町
教
町
あ
り

し
故
、
馬
場
何
番
丁
と
稽
し
、
今
は
一
番
丁
よ
り
六
番
了
ま
で
町
々

を
分
て
り
。
元
職
六
年
の
士
艇
に
、
閥
助
馬
場
何
番
丁
或
は
閥
助
何

番
丁
と
も
載
せ
た
り
。
元
秘
の
頃
は
如
v
此
呼
ぴ
た
り
し
故
也
。
金
海

事
蹟
必
録
に
、
閥
助
馬
場
は
高
治
二
年
小
松
居
住
の
侍
中
、
今
年
正

月
よ
り
四
月
中
ま
で
に
不
v
残
金
滞
へ
引
越
に
付
、
此
地
を
ぽ
居
屋
敷

に
賜
は
り
、
各
e
家
作
す
。
と
あ
り
て
、
小
松
養
老
附
の
諸
士
、
寓
治

元
年
十
月
利
常
卿
菟
逝
に
付
き
、
翌
年
金
津
へ
搬
宅
を
命
ぜ
ら
れ
、

閥
助
馬
場
の
延
避
に
て
邸
地
を
賜
ふ
故
に
.
地
名
を
馬
場
と
稽
し
、

藩
士
の
み
の
邸
地
た
り
し
か
芝
、
慶
藩
後
は
多
く
退
去
し
て
、
商
家

共
を
建
築
せ
り
。

金
滞
官
蹴
志
密
情
一

。
閥
助
馬
場
跡

延
貨
の
金
海
聞
に
は
・
択
に
載
せ
た
る
如
く
描
け
り
。
=
一
州
志
来
因
概

覧
に
は
.
此
の
馬
場
延
百
六
十
七
問
。
表
二
保
併
せ
て
十
三
間
三
尺
、

土
侵
畝

V
o但
し
内
法
。
と
あ
り
。
此
の
馬
場
・
昔
佐
賀
閥
助
と
云
ふ

人
の
聞
き
た
る
放
に
、
閥
助
馬
場
と
稀
す
と
い
へ
り
。
さ
れ
E
共
の

起
原
は
鮮
か
危
ら
宇
。
と
あ
り
。
三
州
志
に
云
ム
。
景
周
按
守
る
に
、

河
北
郡
滋
野
山
王
位
記
に
、
古
へ
丸
月
十
二
日
祭
磁
毎
に
流
鏑
馬
笠

懸
の
式
あ
り
。
共
の
鹿
今
の
潟
野
川
馬
場
也
と
あ
り
。
此
の
枇
は
一

保
帝
長
徳
三
年
銀
座
と
す
。
是
等
古
来
の
引
授
た
る
欺
。
按
・
予
る
に

門
馬
》

古
へ
流
鏑
・
笠
懸
並
に
紳
事
に
射
る
儀
式
あ
り
て
、
流
鏑
馬
の
馬
場

は
二
町
を
本
式
と
す
。
馬
を
濁
す
所
は
鴻
形
を
掘
る
。
之
を
さ
く
り

と
云
ふ
。
此
さ
く
り
の
首
尾
花
扇
形
を
注
す
。
回
定
馬
を
返
す
た
め
也

云
々
。
此
由
縁
に
て
浅
野
山
王
祉
に
も
此
の
馬
場
あ
り
つ
れ
ど
も
‘

職
国
後
荒
慶
し
た
り
し
を
、
我
が
公
園
初
に
佐
賀
閥
助
に
命
じ
て
再

興
せ
し
む
る
故
、
関
助
馬
場
の
名
あ
る
た
る
べ
し
。
前
回
三
代
家
譜

と
-X
ふ
も
の
に
、
微
妙
公
駿
馬
を
好
み
、
閥
助
馬
場
へ
山
川
覧
し
、
且

白
か
ら
調
馬
を
も
試
み
給
ふ
と
い
へ
り
。
寛
文
四
年
開
助
馬
場
の
沙

蹄
還
し
て
入
札
あ
り
し
事
.
郡
方
綬
自
民
見
ゆ
。
夫
以
前
の
事
は
坊
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